


















名な高業績クリエイターが企業業績をも牽引する点に着眼、Maslow, Fraser, and Cox
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査を 2010 年 2-3 月に行い、3,174 人の匿名データを得た。そこから一般グループ（非創造
産業において非創造職種に就いている者。2,575 サンプル）と、クリエイターグループ（創




































































































































































































































































































一般に small c と呼ばれる日常的な創造性を発揮する一員と仮定され研究が進められるケ
ースが多い。しかしながら、本研究の結果が示唆することは、研究対象となっているコン
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